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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

太陽電池式放射線感受素子を用いることにより、炉心付近の高い線量率

の放射線環境をリアルタイムで測定可能な電源レスの線量測定システ

ムを開発することを目的とする。具体的には、素子最小構成1cm3の小型

化、最長80mの遠隔操作、数Gy/h～数kGy/hの高線量率γ線測定、数Gy/h

～数kGy/hのα線測定、3 MGy以上のγ線耐性を実現し、中性子で発生す

る素子の電流ノイズに対しては低放射化材料を使用し、線量計における

信号エラーを数Gy/hで検出される電流値以下で実現することを目指し、

以下の項目を行う。 

１）太陽電池式放射線感受素子に関する研究 

２）高耐放射線性微少電流計測システム開発 

３）放射線照射実験 

４）線量解析システムの作成 

２．総合評価 Ａ ・小型、自己出力、長距離伝送というチャレンジングな目標を満足する

検出器が完成したことは評価ができる。 

・ノイズを低減し、検出下限を下げることができると実用化への期待が

できるため、適用現場を想定したシステム化の検討を進めて欲しい。 
  

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 

 


